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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月27日(2013.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の低色度のエポキシ樹脂組成物において使用されるエポキシ樹脂、成分（ａ）は
、１分子当り１又は２個以上のエポキシ基を含む１又は２種以上のエポキシド樹脂化合物
を含むものであることができる。エポキシ樹脂は少なくとも１つのビシナルエポキシ基を
含む化合物である。エポキシ樹脂は、飽和又は不飽和の、脂肪族、環式脂肪族、芳香族又
は複素環式であることができ、置換されていてもよい。エポキシ樹脂はモノマーであって
もポリマーであってもよい。本発明において有用なエポキシ樹脂の広範な列挙は、引用に
より本明細書に援用するLee, H.及びNeville, K., "Handbook of Epoxy Resins (エポキ
シ樹脂ハンドブック）", McGraw-Hill Book Company，NewYork, 1967年, 第2章第257頁～
第307頁に見られる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１種のエポキシ樹脂及び（ｂ）組成物の総質量を基準にして２５ｐｐ
ｍ～１７５ｐｐｍの無機ピロホスフェート化合物を含むエポキシ樹脂組成物であって、前
記無機ピロホスフェート化合物が最終的なエポキシ樹脂組成物の貯蔵安定性を高める、エ
ポキシ樹脂組成物。
【請求項２】
　前記無機ピロホスフェート化合物が二塩基性ピロリン酸ナトリウム又は四塩基性ピロリ
ン酸ナトリウムである、請求項１に記載のエポキシ樹脂組成物。
【請求項３】
　前記組成物中に存在する無機ピロホスフェートの量が前記組成物の総質量を基準にして
１００～１７５ｐｐｍである、請求項１に記載のエポキシ樹脂組成物。
【請求項４】
　前記エポキシ樹脂が環式脂肪族エポキシ樹脂、芳香族エポキシ樹脂、液状エポキシ樹脂
、又はそれらの混合物を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のエポキシ樹脂組成物
。
【請求項５】
　（ａ）少なくとも１種のエポキシ樹脂及び（ｂ）組成物の総質量を基準にして２５ｐｐ
ｍ～１７５ｐｐｍの無機ピロホスフェート化合物を混合することを含み、前記無機ピロホ
スフェート化合物が最終的な低色度のエポキシ樹脂組成物の貯蔵安定性を高める、低色度
のエポキシ樹脂組成物の製造方法。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のエポキシ樹脂組成物及び硬化剤を含む、硬化性の
低色度のエポキシ樹脂組成物。
【請求項７】
　前記硬化剤が、酸無水物、フェノール系化合物、アミン、カルボン酸、カチオン性化合
物、超酸、又はこれらの混合物からなる群から選ばれる、請求項６に記載の硬化性の低色
度のエポキシ樹脂組成物。
【請求項８】
　前記無機ピロホスフェート化合物が二塩基性ピロリン酸ナトリウム又は四塩基性ピロリ
ン酸ナトリウムである、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記組成物中に存在する無機ピロホスフェートの量が前記組成物の総質量を基準にして
１００～１７５ｐｐｍである、請求項５に記載の方法。
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